
平成29年度当初予算

　町の歳入のうち、町税や繰
入金など町独自の収入となる
自主財源は約51億8,000万
円で、依存財源の国県補助金
と町債発行額が減少したため
4.4％の増となります。

一般会計予算の内訳　歳入

一般会計予算の内訳　歳出（目的別）

　歳出を目的別に見ると、福
祉などの民生費が最も大き
くなります。
　土木費はLRT整備事業な
どにより約1億円の増額、農
林水産業費は多面的機能支
払交付金の長寿命化活動の
終了などにより約1億7,300
万円の減額となりました。

依存
財源

自

主

財

源

（71％）

（29％）

73億円

一般会計

歳入

73億円

一般会計

歳出

町税　45億5,830万円
（62.4%）
【内訳】
・町民税（個人）  6億9,752万円
・町民税（法人） 5億2,004万円
・固定資産税 29億8,469万円
・軽自動車税  4,894万円
・町たばこ税 1億　835万円
・都市計画税 1億8,906万円
・入湯税  970万円

その他依存財源　6億8,160万円（9.4%）
分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入など

繰入金　2億6,030万円（3.6%）
財政調整基金、地域福祉基金などからの繰入金

町債　1億8,200万円（2.5%）
地方道路等整備事業債、公共事業等債

県支出金
5億7,785万円（7.9%）
県負担金、補助金、委託金

民生費
20億6,043万円（28.2%）
高齢者や障がい者、児童福祉など
に要する経費

土木費
11億1,259万円（15.2%）
道路、公園、市街地整備、LRT 整
備などに要する経費

総務費　10億788万円 （13.8%）
庁舎管理、町有施設管理、基金積立金など、
行政全体の事務に要する経費

教育費
9億5,024万円（13.0%）
教育行政、小中学校の管理、
生涯学習などに関する経費

その他
1億3,218万円（1.8%）
議会費、労働費、予備費など

消防費　2億6,736万円（3.7%）
防災、消防などに要する経費

商工費
2億8,080万円（3.9%）
商工業や観光に関する経費

公債費
4億3,758万円（6.0%）
町が借り入れた町債の償還金

衛生費
5億289万円（6.9%）
検診、健康増進、ごみ処理、
環境対策などに要する経費

農林水産業費
5億4,805万円（7.5%）
農林業、畜産に要する経費

国庫支出金
6億7,353万円（9.2%）
国庫負担金、補助金、委託金

その他自主財源
2億1,642万円（2.9%）
分担金・負担金、使用料・手
数料、財産収入など

繰越金
1億5,000万円（2.1%）
平成 28年度からの繰越金

平成29年度当初予算

　町の平成29年度予算が、3月議会において議決されました。
　一般会計と特別会計を合わせた総額は121億4,070万円で、前年度と比
較して0.1％の減となりましたが、平成28年度に引き続き121億円を超え
る予算となりました。
　今年度が2年目となる第6次芳賀町振興計画を推進し、未来につなげる
ための予算編成としました。今月号では予算の概要をお知らせします。
　予算書など、平成29年度予算に関する詳しい内容は、町ホームページ
でご確認ください。

　一般会計の歳入歳出総額は、昨年度比4億700万
円減の73億円となりました。
　国民健康保険、介護保険などの社会保障特別会計
は合計で1億1,290万円増の38億4,870万円となり、
昨年度に引き続き過去最高額となりました。
（町民1人あたり約76万3千円）

予算総額の推移　2年連続で121億円を超える

町債（町の借金）の推移
　平成17年度に約97億円あった町債
（町の借金）の残高は年々減少してきま
したが、平成29年度には宅地造成事業
などで借り入れを行い、約55億5千万
円となる見込みです。
（町民1人あたり約34万9千円）

町債残高総額 55億5,205万円
■一般会計 23億8,814万円
■特別会計 31億6,391万円
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予算総額 121億4,070万円
■一般会計 73億円
■社会保障特別会計 38億4,870万円
■その他特別会計 9億9,200万円

問企画課財政係☎028（677）6031


